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研究成果の概要（和文）：就労女性を対象とした乳がん・子宮頸がんに関する大規模調査から乳がん・子宮頸がん検診
受診勧奨啓発ツールを開発し、これを用いた事業所単位の無作為割付による比較対照研究を実施することにより、乳が
ん・子宮頸がん検診受診割合向上が認められるかどうかを検証した。その結果、介入前に乳がん検診受診経験のない30
～40歳代の対象者において啓発介入の効果が認められたことから、短期間の配布型啓発により検診受診行動は認められ
ること、啓発媒体の開発は主たる対象者の背景に即した内容とすることで効果が期待できることが示唆された。短期間
の啓発ではターゲット疾患以外の健康行動の変容についての波及効果は認めなかった。

研究成果の概要（英文）：Developing enlightenment strategies is important for improvement of health prone 
behaviors. We evaluated the effect of different information sources on breast cancer screening attendance 
by stratified randomized controlled study. One of the information sources was a simple leaflet describing 
breast cancer screening subsidy and the other was a comic book, emphasizing the importance of cancer 
screening appealing to middle-aged women emotionally. A total of 1,824 workers who had never attended a 
breast cancer screening were allocated into four groups: 1) control; 2) leaflet; 3) comic book; and 4) 
leaflet and comic book. In the group aged 30-49, the odds ratios and 95% confidence intervals for the new 
attendance were 2.0 (0.6-6.4) for group 2; 1.8 (0.6-5.9) for group 3; and 2.9 (1.0-8.4) for group 4. This 
difference among four groups was not observed in other age groups. This study suggested the importance of 
the combined and targeted information on the cancer screening attendance.

研究分野： 生活習慣病看護学

キーワード： がん検診　受診勧奨　職域　女性　行動変容　介入研究　無作為化　啓発媒体開発
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本邦の悪性新生物（がん）による粗死亡率

は増加の一途をたどっており、個人のみなら
ず社会的な見地からも、がん予防が重視され
ている。わが国のがん検診受診率は最も高い
胃がん検診では約 25.8%であるのに対し、女
性特有のがん（乳がん・子宮頸がん）では約
20%であり、OECD 諸国の中で最低となってい
る。がんの一次予防と早期発見による進行が
んの予防を推進するためには、一般市民の予
防や検診に関連する知識向上と検診受診行
動形成のための有用な啓発手法の開発が急
務であり、その科学的評価が求められている。 
しかしながら、これまで実施されてきた市

民啓発に関する研究は、介入研究であっても
ほとんどは無作為割付による対照群を持た
ない、あるいは評価指標に行動の評価を伴わ
ない報告であり、がん検診に関する啓発効果
を科学的に検証したとは言い難いものであ
った。加えて、啓発介入の費用対効果分析を
伴ったものは極めて少ない。また職域での調
査は大企業、正規雇用者、男性を対象とした
ものが殆どであり、本邦で近年急速に増加し
ている非正規雇用（パート）の壮年期就労者
を対象とした調査は十分になされていない。
また、女性を対象とした研究が少ないことか
ら、女性特有の乳がん･子宮がんに関する職
域からの報告は少ない。 
 
２．研究の目的 
約 5,000名のパート女性対象の女性特有の

がん（乳がん・子宮頸がん）に関する大規模
調査から①包括的なコンセプトで作成した
リーフレット等の、一連の乳がん・子宮頸が
ん検診受診勧奨啓発ツールを開発し、これを
用いた大規模な事業所単位の無作為割付に
よる比較対照研究を実施し、過去の調査対象
集団とは社会的に異なった背景（不安定雇用
や低所得など）を持つ集団への啓発活動の効
果を評価すること、さらに②啓発頻度の違い
（啓発ツール配布などによる重点介入と軽
度介入）による乳がん・子宮頸がんの予防や
早期発見に関する知識および検診受診率の
向上の割合を比較すること、③啓発頻度と検
診受診率の変化から費用対効果を算出する
こと、④さらに、その後のがん予防やがん検
診受診以外の保健行動、特に循環器疾患や糖
尿病の予防・管理への波及効果を検証するこ
とを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)介入前調査 
女性従業員の大多数がパート社員である

某企業に勤務する 20 歳以上の就労女性を対
象とし、自記式質問紙調査を実施した。調査
内容は乳がん・子宮頸がんの検診受診状況、
知識や意識、予防のための健康行動、検診未
受診理由とした。2012 年の定期健康診断時に
健診実施機関の協力を得て、問診票とともに
調査票を配布し健診会場での回収を行った。 

(2)乳がん・子宮頸がん受診勧奨啓発ツール
の開発 
介入前調査結果を参考に、従来型の配布物

や啓発グッズ等を活用した包括的なコンセ
プトで乳がん・子宮頸がん検診受診啓発チラ
シ、乳がん検診受診啓発マンガ冊子を作成し
た。マンガ冊子は 30 歳代からの知識提供を
目的に、30 歳代から 40 歳代の人をターゲッ
トとして住民検診等の検診を勧める内容と
した。チラシは対象保険組合によるがん検診
利用補助金の案内とし、対象は 20 歳以上の
女性被保険者及び女性の被扶養者（乳がん・
子宮頸がん検診の補助金対象者は35歳以上）
とした。 
  
(3)介入 
介入前調査を実施した 121 事業所中、本部

を除く 120 事業所に勤務する 20 歳以上の女
性の対象健保組合被保険者を介入対象者と
した。事業所単位で対照群、チラシのみ配布
するチラシ群、マンガ冊子のみ配布するマン
ガ群、チラシとマンガ冊子を配布するチラシ
とマンガ群の 4 群に 30 事業所ずつ無作為に
割り付け、2013 年に介入を実施した。対照群
には対象健康保険組合の通常の業務として
チラシと同様の内容でポスターを作成し各
事業所に貼付した。マンガ群では 6月にマン
ガ冊子を配布した。チラシ群では 6月と 9月
にチラシを配布した。チラシとマンガ群では
6 月と 11 月にチラシを、9 月と 11 月にマン
ガ冊子を配布した。啓発媒体は対象者へ個別
に配布した。 
 
(4)介入後調査 
2014 年の定期健康診断時に、介入前調査と

同様の自記式質問紙調査を実施した。介入方
法による乳がん検診受診への効果を介入前
調査時の乳がん検診受診経験の有無別に比
較した。さらに介入前調査時に乳がん検診未
受診だった者について、介入後の新たな乳が
ん検診受診者割合を年代別に比較した。 
 

(5)波及効果 
2012 年の定期健康診断における 40 歳以上

の高血圧者を対象とし、乳がん検診受診状況
（受診歴なし・不定期受診・定期的受診）と
2014 年の定期健康診断（2年後）での目標血
圧達成割合（収縮期血圧 140mmHg 未満かつ拡
張期血圧 90 mmHg 未満を達成したかどうか）
の関連について検討した。 
 
４．研究成果 
(1) 介入前調査 
対象女性4,777名に調査票を配布し、4,413

名から回答が得られた（回答率 92.4%）。回答
者の平均年齢は 47.4 歳であった。過去に乳
がん検診を受けたことがある者の割合は約
40%、子宮がん検診を受けたことがある者の
割合は約 50％であり、いずれも 40 歳代以降
で受診歴ありの割合が増加した。乳がん、子



宮がんともに推奨されている2年に一度以内
に受診している割合は 20%弱であり、一般集
団の検診受診率と比べて低いことが明らか
となった。また、検診受診勧奨を受けた経験
がある者は約 40%であり、勧めた人は「友人・
知人」「家族・親戚」が多かった。がん検診
を受けにくい理由として、「特に自覚症状も
なく健康だから」が約半数と最も多く「仕事
などで時間の都合がつかないから」「めんど
くさかったから」「マンモグラフィが痛そう
だから」「男性医師が嫌だから」などが挙げ
られた。さらに、乳がん・子宮がんに関する
知識を持っている人が少なかった。そこで、
検診の必要性等に関する知識提供にとどま
らず、乳がん・子宮がんを自分自身にも起こ
りうる問題として捉えられるよう感情に訴
えること、早期発見のために自覚症状がなく
ても定期的受診が重要であると強く勧める
こと、具体的な検診受診方法を伝えることが
必要と考えられた。 
 
(2)乳がん・子宮頸がん検診受診勧奨啓発ツ
ールの開発 
マンガ冊子は、「まさか私が乳がんに!?」

というタイトルで 22 頁のものを作成した。
主人公は対象企業に勤務する小・中学生の子
どもを持つ 40 歳代パート社員と設定し、同
僚の 30 歳代女性の乳がん罹患をきっかけに
検診を受診、早期がんを治療するという内容
である。乳がんの早期受診の重要性について、
30 歳代という若い年代でも発症すること、検
診の受診方法、検診内容などについて情報提
供を行った。また、ストーリーでは「大切な
家族のためにも検診を受けなくては」という
気持ちを持ってもらえるよう、主人公と子
供･夫との対話を工夫した。 
チラシは両面刷りで、早期受診の重要性、

対象者、補助金の支給額と支給方法について
の情報を提供するとともに、裏面は子宮頸が
んを含む女性特有のがん検診受診補助金請
求書とした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

(3)介入群割付 
介入前調査に回答の得られた4,413名のう

ち、2013 年 6 月時点で本部勤務の者 185 名、
対象健保組合非加入者 61 名、退職者 462 名
を除外し、3,705 名を介入対象者とした。事
業所単位で介入群の無作為割付を行い、対照
群 975名、マンガ群 837名、チラシ群 854名、
チラシとマンガ群 1,039 名とした。各群間で
介入前の年齢、乳腺疾患既往、出産歴、乳が
ん・子宮がん検診受診経験者の割合に有意差
は認めなかった。 
 
(4)介入後調査 
介入対象者3,705名のうち介入後調査まで

に退職した 273 名を除外した 3,432 名中、介
入後調査に回答が得られた者は3,289名であ
った（回答率 95.8%）。過去に乳がん検診を受
けたことがある者の割合は全体で 43%、子宮
がん検診を受けたことがある者の割合は
55％であった。乳がん、子宮がんともに 2年
に一度以内に受診している割合は 20%弱であ
り、介入前からの明らかな検診受診率向上は
認めなかった。また、マンガ冊子のテーマと
した乳がんに関して、検診受診経験者は対照
群で 44％、マンガ群 44％、チラシ群 44%、チ
ラシとマンガ群 43%と介入群ごとに明らかな
差はなく、子宮頸がん検診に関しても同様で
あった。介入前調査時の乳がん検診受診、未
受診別に介入方法による効果を検討したと
ころ、介入前調査時に乳がん検診受診経験の
あった者に関しては介入による効果を認め
なかった。 
介入前調査時に乳がん検診未受診だった

者 1,824 名について、介入群ごとに年齢、家
族の乳腺疾患既往、市町村の無料クーポンの
対象となる 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 
歳の者、出産歴、肥満者、喫煙者、飲酒者の
割合に差は認めなった（表 1）。また、マンガ
冊子を配った群ではマンガ冊子を見たと答
えた者の割合が、チラシを配った群ではチラ
シを見たと答えた者の割合が高く、介入に用
いた啓発媒体への認識は介入群において一
定程度得られていた（表 2）。 
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介入後の新たな検診受診について介入方法
による効果を検討すると、1,824 名全体では
介入による効果は認めなかった。ただし、年
代別に検討してみると、30～49 歳において対
照群に比べてチラシとマンガ群で新たな検
診受診者割合が約 3倍高かった。50 歳以上で
は 4群ともほぼ同等の割合であり、介入によ
る効果は認めなかった（図）。以上の結果か
ら、対象者の特性に即した介入を重点的に行
った層（マンガ冊子の主人公と同世代）では、
がん検診啓発の効果が出ることが示唆され
た。 

 
 
(5)波及効果 
2012 年の定期健康診断における 40 歳以上

の高血圧保有者（収縮期血圧≧140mmHg また
は拡張期血圧≧90mmHg または降圧剤服用中）
は 761 名であった。2 年後の目標血圧達成割
合（140/90mmHg 未満者の割合）は乳がん検診
受診歴なしの者で43%、不定期受診者で45%、
定期的受診者で 56%であった。受診歴なしの
者に比べて、定期的受診者でのみ 2年後の血
圧コントロールが良好であった（表 3）。乳が
ん検診受診啓発の介入群ごとに比較すると、
目標血圧達成者割合に有意差は認めなかっ
た。 

 
(6)まとめ 

以上の結果より、①短期間の配布型啓発に
よりターゲットとした行動変容は認められ
ること、②啓発媒体の開発は主たる対象者の
背景に即した内容とすることで効果が期待
できること、③がん検診定期受診者はその他
の生活習慣病管理を含めた健康行動が良好
であること、④短期間の啓発ではターゲット
疾患以外の健康行動の変容についての波及

効果を認めず、それぞれの生活習慣病につい
て長期にわたる継続した取り組みが必要と
考えられることが示唆された。 
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表3. 介入前の乳がん検診受診状況と2年後の血圧コントロールの関連

受診歴 人数
目標血圧

達成人数, (%)

目標血圧達成
オッズ比

(95%信頼区間)
年齢調整

定期的受診 152 85 (55.9) 1.72 (1.18-2.51)

不定期受診 217 97 (44.7) 1.10 (0.78-1.53)

受診歴なし 392 167 (42.6) ref.

全体 761 349 (45.9)
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